
 

 

福祉課題の解決方策等について 

NO. 委員名 ページ 総括（概要） 

１ 伊東 委員長 １ 

・地域ケアタウン会議の開催 

・地域独自サロンの実施 

・団塊の世代や子育て中の母親、事業者職員等の参画 

・地域通貨による財源確保 

２ 酒匂 副委員長 
３ 

(市社協分含む)

・地域福祉コーディネーターの活用 

・地区の取り組みが共存し合って活動できる拠点づくり

・未来の地域リーダーの育成 

・ココロの構造改革（市民意識の改善） 

３ 加藤 委員 ７ 

・地域住民会の組織化 

・子ども会、おやじの会、老人会等部会の設置 

・タウンマネージャーの設置 

４ 木村 委員 １１ 
・集いの場づくり 

・地域の既存活動の維持 

５ 近藤 匡 委員 １３ ・「すぐやる課」の創設 

６ 下田 委員 １５ ・地域運営会議の開催 

７ 時田 委員 １７ 

・有資格者の福祉コーディネーター化 

・福祉教育に向けた教職員研修の実施 

・行政内部の連携強化 

・シルバー人材センターの機能拡充 

・災害協定の締結 

８ 中村 委員 １９ 

・小田原流のひと探しシステムの整備 

・地域の拠り所（拠点）の整備 

・生活支援型ボランティア制度の創設 

・視聴覚障害者への対応 

・福祉相談窓口の設置 

９ 箕輪 委員 ２１ 

・世代間交流のできる拠点の整備 

・情報集約の場づくり 

・地域情報を一括管理する窓口の創設 

10 脇 委員 ２３ ・中核的な常設の活動拠点とローカルな交流拠点の整備

11 近藤 孫範 委員 ２５ 

・地域相談所とセンター相談所の整備 

・地域の居場所の整備 

・小規模多機能型福祉施設の整備 

資料２ 
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ケアタウン構想検討委員会 意見 
 

伊東 委員長 
 
１ 地域ケアタウン会議の実施 
 ケアタウン構想の根幹となるところは、市民（当事者、隣人）、事業者、行政の協働によ

って、地域福祉活動が展開されるという考え方であると思う。その３者の調和が重要であ

り、バランスが悪くてはケアタウン構想の円滑な進展は望めないであろう。その中で、市

民、事業者の意識化がされなければならないが、震災など何かきっかけがあれば地域のこ

と、地域福祉のことを考えることは容易である。しかし、平時においては、この意識化を

促すことが困難であると思われる。よって、意識化をもたらすための仕掛け作りが重要で

あると思う。 
 市民への意識化の方策として、また、小田原市が海岸地域、山間地域と地域の個別性が

強いことを考えると、地域ごとに街作り、地域福祉を考える仮称「地域ケアタウン会議」

などといった集まりが必要と思う。 
 これまでのケアタウン構想検討委員会での議論では、「サロン」の実施が多く語られてい

たと思う。世代間の交流、市民交流の場として、「サロン」は、有意義であると思うが、そ

の実施方法、場所、担い手等については、先の「地域ケアタウン会議」で検討されること

が最も適当であると考える。行政からのトップダウンではなく、市民の熱意と工夫に支え

られた「サロン」でないと継続性が担保できないように思う。 
 「地域ケアタウン会議」のメンバーは、地域福祉コーディネーター、行政担当者、民政

員、自治会役員等を考えている。 
 
２ サロンの場所、担い手 
 サロンの実施は、各地域でやりやすい方法を採用することになる。考えられる場所とし

ては、公民館等の公共施設、学校の空き教室、事業所の一角、マンション等を借り上げな

どであろうが、検討委員会で話があったように恒常的な場の保証が必要になってくる、場

合によっては、そのための予算措置が必要であろう。 
 担い手としては、最も期待されるところは団塊の世代であろう。しかし、これまでのボ

ランティア、地域の役員等の関わりを求めても難しいのではないかと想像する。団塊の世

代の意識の高さを活用して、やってもらうボランティアではなく、考えてから実施するボ

ランティア（市民）と位置づけ、検討段階からの参画を求めていくのが、成功する方法の

ような気がする。これまで企業人として地域に暮らしていなかった世代を地域に取り戻し、

地域のことを考えて活動してもらうには、まずきっかけ作りが必要である。そのために講

座を実施して勉強してもらう方法もあるだろう。「地域福祉コーディネーター」もこのやり

方に近いのではないだろうか。小田原方式ということを考えるとこの「地域福祉コーディ
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ネーター」の名称、養成方法、活用方法を検討し、小田原独自のものを創っていっても良

いかもしれない。 
 担い手の候補としてもう１つ考えられるのは、子育て中の母親である。職業生活が、出

産、子育てで中断していると捉えると、サロン活動や地域福祉活動への積極的な参加も期

待できる。子育て中の母親が参画してくれることは、子育てが終わり再就職するなどと言

った担い手の交代が起こることから、これまでの検討会で話題のあった世代交代できない

現象が解消できるように思われる。 
 また、市民の担い手だけでなく、事業者の職員（専門職）も地域貢献と言うことで地域

の活動に積極的に参画することを期待したい。さらに行政職員も地区担当の保健師のほか、

できることならコミュニティワーカーとして位置づけられた職員を採用し、市民の地域福

祉コーディネーターと協働してコーディネートができると実現可能性、継続性が増すよう

に思う。 
 
３ 財源の確保 
 最近、各自治体が、かつての「地域振興券」のようなその地域でしか通用しない金券を

売り出し、販売金額より１割り増しの買い物ができるという取り組みがされていると聞い

た。（具体的な名称がわからず長い説明になりました） 
 小田原市もこのような金券を発売し、そのうちの数パーセントを地域福祉の財源にする。

そのような取り組みをすれば、地域福祉の意識化と地域の商業振興の両面で成果が期待で

きるのではないだろうか。 
 
４ 最後に（地域からの排除される人々） 
 これまでの議論は、見える問題であったように思う。もちろん、それ自体も解決の方法

が見出せないでいるわけであるし、そこからの取り組みで良いと思うが、外国人問題や地

域から排除されている人々の問題など、困難な問題はまだたくさんあることを意識しなけ

ればならない。それらの問題を含めて、地域福祉の問題である。 
 これらの問題を解決する魔法の杖はないと思っているので、今回の検討会で議論するこ

とはないと思う。すなわち、議論することによって焦点が拡散し、本来の構想がまとまら

なくなってしまうと考えるからである。 
 しかし、事務局レベルでは、意識しておく必要があると思う。 
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  調 査 票 

 

委員氏名：酒 匂 副委員長 

 

 福祉課題の解決方策等について、「このような対策が必要である」、「このよう

な取り組みをしたらどうか」等のご意見がありましたらご自由にお書きください。 

 

１．中心的な位置づけとして、社協の役割は住民を主体とし、地域福祉コーディネ

ーターの機能を発揮し、専門性を活かした取り組みが必要である。 

 

２．ケアタウン構想、地域コミュニティ、そして地区社協が整合性を持って、お互

いに共存し合いながら活動ができる拠点（場）づくりが必要である。 
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ケアタウン構想の展望について 

小田原市社会福祉協議会 
１ はじめに 

小田原市地域福祉活動計画において、地区社協は地域福祉推進の担い手としての役割が期待されて

いるが、特に同計画に盛り込まれている地区社協関係の実施事業である「活動拠点（事務局）の体制

整備」及び「地域福祉活動の担い手確保・支援（地域福祉コーディネーターの設置）」については、

ケアタウン構想検討委員会においても、同構想を実現するために必要なこととして認識されていると

ころである。 

この活動拠点及び担い手確保に向けて、行政、市・地区社協、地域住民、社会福祉施設・団体及び

企業が一体となって取り組む体制づくり（皆が同じ問題意識を持つこと）ができれば、ケアタウン構

想は実現に近づくことができると考える。 

なお、この推進役は、社会福祉法に「社会福祉を目的とする事業を経営する者及び社会福祉に関す

る活動を行う者が参加し、社会福祉を目的とする事業に関する調査、普及、宣伝、連絡、調整及び助

成を行う団体」と規定されている市社協が行政と協働で担うことが望ましい。 

 

２ 基本理念 

「障害を持っている〇〇さん、高齢の〇〇さん」ではなく、「そこの地域に住む〇〇さん」として、 
同じ人間としてお互いに理解しあい、自然に付き合える環境づくりを、またハード面では、バリアフ

リーにこだわらないことによる「お互いを尊重しあう」風土づくりを目指す。 
更に、将来の超高齢社会を担うのは、今の子供であることから、子供を巻き込んだ展開を行うこと

により、子供達が小田原に、自分の地域に愛着が持てるような地域づくりも推進する。 
 
３ キーワード 

・ガキ大将 
・井戸端会議 
・おせっかいな世話焼きさん 
・“ココロの構造”の変革 

 
４ 具体的な展開イメージ（駄菓子屋の運営例） 

以下は、駄菓子屋の運営を例としているが、多くの人が集まる商業施設内での託児所運営などの展 

 開も考えられる。 

 要は「〇〇相談会」というような、“特別な”ものではなく、常設で人々の日常生活の中にとけ込

んだ、“ごく自然な”展開を目指すことである。 

⑴ 駄菓子屋の運営～子供達の社交場へと発展～ガキ大将の誕生 

地域交流の拠点として、「駄菓子屋」を運営する。これにより、今では失われてしまった「子供

達の社交場」ができ、そこから「ガキ大将」が誕生する可能性がある。 
   ここで言う「ガキ対象」とは、単に乱暴者というわけではなく、「自分よりも弱い者を守る」「皆

を動かすカリスマ性」などの要素により、将来的にリーダーとなる資質を備えている者であり、こ

の運営により、未来の地域のリーダーとなる人材を育成することも目標の一つとする。 
↓ 

子供の社会性の醸成・「おだわら２１世紀少年」とのコラボも 
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⑵ 井戸端会議の場～自然なかたちでの生活課題・ニーズの表出 

更に、この駄菓子屋は、大人達の井戸端会議の場としても位置づける。例えば、掲示板を設置し

て、「要らなくなった子供服・介護用品を譲ります」というような住民相互の情報発信の他、行政

や地域の催し物の案内も掲示する。 
子供達だけではなく、大人達の社交場にもなる。関係者・団体が集って「さぁ、これから集いま

しょう。意見を言いましょう。」というようなことではなく、ごく自然に集まった、たまたま、そ

こに居合わせた者同士が世間話の中で、自分が抱えている問題を解決したり、課題を共有したりす

ることも目指し、子育て中の親、高齢者や障害者それぞれが心の障壁を拭い去り、地域の一員とし

て、構えずに気軽に世間話をして過ごせるような働きかけをする。 
⑶ おせっかいな世話焼きさんの存在～実は地域福祉コーディネーター 

昭和時代にあった駄菓子屋の店主は、子供達の財布の中身まで知っていて、店内で逸脱した行為

をする子供がいれば叱るといった、子供達から見れば「ちょっと怖い存在」でもあった。 
活動拠点としての駄菓子屋には、こうした人物を店主に置き、地域社会で子供を育てるような環

境づくりを目指す。 
また、この世話焼きさんはアンテナを張り、⑴の「子供達の社交場」、⑵の「大人達の井戸端会

議」での日常会話の中から、住民が抱えている生活課題やニーズ把握をし、関係機関につなげると

いった地域福祉コーディネーターの役割も担う。この「おせっかいな世話焼きさん」がキーパーソ

ンとなるのである。担い手は、地区社協役員、民生委員児童委員ＯＢ、地域福祉コーディネーター

養成研修会受講者、団塊の世代のための地域デビュー講座受講者等が考えられる。 
 

５ バリアフリーにこだわらないとは？ ～“ココロの構造”の変革～ 

昭和 47 年に公立民営の「身体障害者福祉工場」・「葛飾福祉工場」通称、東京プラスチックスが操 

業開始。 

 職場内は、車イス利用者に対して配慮された構造になっていたが、通勤、買い物、余暇活動など地 

域での生活圏が広がるたびに、今まで、自分達の住んでいた街が障害者の存在を無視し、排除して造 

られてきていることを痛感した車イス利用者が中心となり、国、区議会、鉄道会社等に「車イス使用 

者の生活圏拡大に関する陳情」を始め、「障害者の生活圏拡大運動」がスタートした。 

そして、この運動は、車イス利用者がリーダーとなり、その過程で、車イスばかりでなく、乳母車

を使用する母親も、身体が不自由な高齢者も、すべての人が生活しやすい街づくり運動として、各種

団体やボランティア等とも協働して輪が広がった。（「ともに活きる街づくり協議会」へと発展） 

やがて、これらの運動の結果、厚生省（当時）によって「身体障害者福祉モデル都市」指定事業と

して施策化されるにいたった。 

以下は、そのときのリーダーの一人のコメントである。 

「身体障害者福祉モデル都市として国が事業を施策として推進してくれることはありがたいと

思います。だが、実は反面、非常に怖いのです。表面的、外見的に公共施設の改善や生活環境を

整備して、モデル都市を造りました。ということになる危険性があるからです。私たちの運動の

成果は、ただ単に街構造を変えただけでなく、その背後にあった多くのボランティアや専門家と

の連帯感が築けたこと、街構造だけでなく、人々の「ココロの構造の変革」があったこと。つま

り、運動によって、多くの人々とのコミュニケーションを通して、心理的な生活圏が拡大したこ

となんです。」（参考及び引用文献：高橋重宏、島村忠義 編著 「社会福祉を考える」1980 年） 
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６ イギリスの習慣（ドアの開閉・お互いを尊重しあう国民性に学ぶ） 

ユニバーサルデザインを無視した拠点づくりをと言っている訳ではないが、不便なことで「心の潤

滑油」になっている例もある。 

 
今からさかのぼること約２５年前、当時、「バリアフリー」などという言葉が一般化していなかっ

た日本において、デパートや銀行など多くの人が出入りする建物のドアは「自動ドア」が多くを占め

ていた。 
  それに対して、イギリスは自動ではなく、自分の手で開け閉めする「手動ドア」が多く、例えばイ

ギリスを代表するデパートであるハロッズにしても“手動式”であった。 
もし、車イスの利用者が一人で町に出かけたとしたら、当然「自動ドア」が多い日本の方が外出し

やすく、逆にイギリスは不便だと思われるであろう。しかし、その不便と思われるイギリスの方で 
日本より多くの車イス利用者が町へ気軽に出かけられている姿が見られたのである。 
イギリス人は、自分でドアを開けたときに必ず後ろを振り返る。そして、後ろからやってくる人が

いれば、その人が来るまで開けたドアを押さえて待ち、バトンタッチをするような形で後ろから来た

人に開けたドアを引き継ぐ。当然、その次の人も前の人と同じ行為をするので、人が途切れない限り

延々と、この素敵なバトンタッチが続くわけである。 
それは、車イス利用者であっても例外ではなく、自分の身体的能力が許せば、他の人と同じように、 

後ろからやってくる人のためにドアを押さえて待つということを当然の義務のごとくする。 
そして、ドアをバトンタッチするときは必ず「ありがとう」、「どういたしまして」という会話がさ

れるのである。 
建物の構造上ではバリアフリーとは言えないが、不便なことによって「人と人がつながりあってい

く。」「心のバリアフリーを育んでいる。」そんな習慣がイギリスにあった。 
 

車イス利用者にとって不便な町が良くて、便利な町が悪いと言っているのではない。何もかも

が整備された町は、誰にとっても過ごしやすいことは言うまでもない。 
しかし、それだけではなく、このイギリスの習慣のように、「他人どうしでも、お互いに尊重

し、認め合うことによって自然にあいさつをかわす。」そんな人間味が加えられて、はじめて「バ

リアフリーのまち」になるのではと思う。 
 

ケアタウン構想にしても、最初からすべてを整えるのではなく、不都合があったら、住民同士が協

力して解決する。そうすることによって、助け合い意識の高揚にも結びつくものと考えられる。 

建物がバリアフリーになっていないから出掛けられないと思ってしまう障害を持っている人、そう

思わせてしまう障害を持っていない人をなくすことも目指したい。 

この“ココロの構造”の変革こそが、箱物を造らないケアタウン構想の真の目標でもあると考える。 
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加藤委員 

１．ケアタウンを｢おでん」に例えて考える 

※小田原の小田はおでんと読めます！ 

「おでんには練製品はもとより、大根などの農産物、えび、かになどの水産

物、たまご、牛すじなどの畜産物が渾然一体となって独特のハーモニーを奏

でます。さらに、そのハーモニーを引き立てるさまざまな塩、味噌、醤油が

あります。 
 小田原おでんは小田原の食材に支えられています。多様な業種業態の地場

産業がコラボレーションして、名実ともに「小田原おでん」と胸をはって言

えるおでんをめざしていきます。そして、“楽しいおでんのまち小田原”への

発展に寄与できればと思います。（以上、｢小田原おでんホームページより｣ 
小田原ケアタウンとは？漠然としたイメージですが、様々な属性を持った、

多世代にわたる市民、利用者、役所、団体、事業者、職員、関係者、ボラン

ティアが参加し、連携、協同、協力、交流する。いわば、おでんの鍋のよう

なものに例えれば、わかりやすいのではないかと思います。 

おでんの「具」にあたるのは、施設、サービス、事業者、機関、団体など、

「つゆ・だし」は市民、利用者、関係者、個々のスタッフ等さまざまな方々 

「串」は個々のサービスや施設をつなぐ、連携と協同の仕組み 

｢からし｣は活動に刺戟を与える役割です。行政等監督機関です。 

勿論、味見をする、調理をする「調理人」も必要です。 

 
小田原ケアタウンを「おでん」に例えれば、市内には、特長ある、素晴ら

しいサービス、施設、事業者、機関は十分に揃って居ると思われます。 

もう少々工夫が必要なのは、「つゆ・だし」と、｢串｣、そして「調理人」で

ないかと思います。 
 

つゆ・だし：特に、おでんの基本です。市民の皆が参加でき、十分に持ち味

が発揮・活躍できるようにすることです。具の持ち味を引き出すのも「だ

し」です。 

串：個々のサービスや施設も繋がることで、利用者の変化に合わせたサービ

スが提供できます。制度の谷間の漏れやすいニーズもキャッチします。 

調理人：だし、具、串(組み合わせ)の具合を見て、最高のおでんを作ります。
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おでん 

串 

・組み合わせて串

に通せば食べや

すい 

・制度やサービス、

事業者をつなげる

おでん

児童相談所 

幼稚園 

老健 

特別養護老人ホーム

保育園 

老人会

福祉事務所 

ﾃﾞｲｹｱｾﾝﾀｰ

小学校 

ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

保育園 

つゆ・だし 

市民意識の醸成と参画が鍵 

・市民（子どもからお年寄り） 
・利用者 
・利用者の家族等、関係者 
・ボランティア 
・サービスする側の個々の職員 

具 

・現状でも美味しく具沢山、

後は・・・ 

・サービス、施設、事業者･機関、

団体組織 

調理人 

材料が揃っていれば、後は・・ 

・「タウンマネージャー」 
･担当する地域内を見守る。各団体・

機関の連携や調整を図る。 
・広報・案内役でもある。 

からし 

・辛口の意見 

 

障害者 
施設 

社会福祉協議会 

子育て施

設 

自治会 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

団体 

子ども会 
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２．具体的な提案 

（１）新しい地域住民組織づくり 

・小田原は、山、丘陵と海で囲まれた相模平野に広がっており、まちを形成す

る一通りの要素が揃った、箱庭みたいな街です。しかし、囲まれてる分、小

田原市以外への関心に乏しく、その中で、狭い地域間で張り合ってしまい、

市民としての一体感に乏しい気がします。 

・自治会や子供会、老人会などがありますが、近年、参加者が減少しているよ

うです。理由としては、市民のニーズが多様化していることもありますが、

会員が少ないので、役員にさせられるとか、古くからのメンバーが居られて、

入会するのに敷居が高いとかあるようです。 

・子ども会はこどもばかり、老人会がお年寄りと、年齢別で固まり、世代間の

交流が出来にくいです。 

・単身用アパート独居の方も多く見られ、こうした方々は何処にも属さず、地

域の連絡や規則などが伝わっていないケースも見受けます。 

↓ 

 

・地域毎に「地域住民会」（全地域内住民のもの。入・退会の概念なし）を作り

ます。自治会や子供会、老人会のように、個々の希望での入会ではなく、そ

の地区にお住まいの方はみな、会員とします。 

 市からは専従の地域担当職員を派遣戴き「コーディネーター」とします。 
 住民会の中に年齢別に｢子供会｣や「おやじの会」、「老人会」などを設け
ます。地域住民会では、地域住民一般対象の行事、子供対象の行事、高

齢者対象の行事で交流をはかります。 

・活動内容は多岐にわたりますが、住民同士での顔見知りが増えることが目標

で、小さい時から参加し、そこから、地域に対する「なじみ」、「愛着」、「き

ずな」、が生まれてくるものと考えます。 

 青少年の活動も、ボールゲーム中心、男子中心の活動でなく、女子も参
加できる活動、文化的な活動やボランティア活動を取り入れます。 

 地域の小中学校へのボランティア活動には積極的に協力します。 
 地域住民の年齢に応じて必要とされるニーズを把握し、それに応じた催
事やケアを企画し提供します。 

 一人暮らしの高齢者には巡回システムを設けます。（本人承諾得た方） 
・地域住民会の担い手としては、仕事はリタイアされたが気力体力十分の中高

年の多くの方々（団塊世代、前期高齢者中心、アクティブシニアとも呼ばれ

ます）を想定します。彼らは地域で大いに頼りになる存在になりうると思い

ます。 

 自らの健康生きがい作りにもなる。閉じこもり予防、介護予防になる。 
 地元を分かっているので、地元への貢献意欲も高く、地元を良くできる。 
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（２）地域に総合調整役の｢タウンマネージャー｣を配置する。 

・ケアタウンには上記の「地域住民会」やフォーマルな組織の他に、インフォ

ーマルなボランティアや地域団体や個人の参画も欠かせないです。最も重要

なのは地域において、こうした関係者･機関のネットワークづくりや、活動の

核となる役割です。地域に常駐できるオフィスを設け、有償で専従とします 

・これを｢タウンマネージャー｣と呼びます。コーディネーター、ファシリテイ

ター、パートナー、サポーター、ウォッチャーとして、既存制度、ネットワ

ーク、サービスの隙間を埋めることに務めます。 

（３）サービス事業者や関係機関の連携の仕組みづくり 

・地域ケア会議の開催（関係者の集まりを活性化し、協議内容は公表します。 

（学校や地域住民の代表も出席し、自由に傍聴できるようにします） 

・広報や掲示を通じて市の保健福祉行政や地域の事業者、機関の活動がより見

えるようにします。「見える」、「わかる」ようにすることを実行します。 

・制度の谷間に陥りやすいニーズ、困難事例を掬い取り対応する機関を新たに

作ります。 

・地域包括支援センターの機能強化（役割は重大ですが住民にはわかりにくい） 

（４）「ケアタウン」を小田原の目指すまちの理念にする 

・なかなか、市民の視点は様々で、統一しにくい風に感じます。それゆえ、市

民の気持ちが、同じ方向に向くような理念が必要と思います。 

・ケアタウン構想には、まさしく、その、市民の意識を束ねる軸になれるので

はないかと期待を持ちます。(勿論、ケアタウンそのものが重要なのですが） 

・ケアタウンは短期間に達成する構想ではなく、市の構造的な課題を中長期的

に解決する基盤づくり的な構想であるべきです（個別的、対症療法的でなく） 

（５）ケアタウンを小田原の中心市街地の再生のテーマにする。 

・小田原では、文化施設や、商業施設、体育施設などが、市内に分散して配置

され、小田原の旧市街は、逆に空洞化の傾向があります。 

・ケアタウンの活動中心を、小田原旧市街地内に置くことを提案します。特に、

小田原地下街や旧中心商店街の空き店舗などは活用できると思います。 

・小田原駅周辺には高校も複数あり、乗換え駅でもあるので、高校生も福祉、

文化、芸術等、課外活動として積極的に関与してもらえます。医療や福祉分

野が専門の国際医療福祉大学や小田原女子短大もあり協力も得られましょう 

・JR 駅もバリアフリー化が進み、車を運転できない高齢者等の方がむしろ、鉄

道を使い、小田原駅に来易くなりました。多くの多様な方が小田原駅を下車

して、旧市街に集まれば、街もより、活性化されましょう。 

・ ケアタウンでは、交流、情報発信、教育・研修、環境、国際化といったもの

がキーワードになろうかと思います。小田原の旧市街地活性化の切り口にも

なると思われます。                       以上 
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  調 査 票 

 

委員氏名：木 村 委 員 

 

 福祉課題の解決方策等について、「このような対策が必要である」、「このよう

な取り組みをしたらどうか」等のご意見がありましたらご自由にお書きください。 

１．地域では、これ以上のボランティアの増員は無理である。 

２．高齢者がいつも集まれる場所がほしい。 

３．地域センター（いずみ）に調理場がほしい。 

４．地域では連合会の下にいろいろな部が存在し、部でいろいろな活動を行って

いる。今行っている活動をこれから何十年にわたって行っていくのには、こ

れ以上の追加の活動は無理である。 

５．富水地区では他の地区に比べて社会福祉活動が活発に行われていると自負し

ているところです。いつまでもこの活動が行われる環境を造っていくことが

我々の責務であると思う。 
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  調 査 票 

 

委員氏名：近藤 匡 委 員 

 

 福祉課題の解決方策等について、「このような対策が必要である」、「このよう

な取り組みをしたらどうか」等のご意見がありましたらご自由にお書きください。 

ケアタウン構想解決策プラン 

広大な難問題を、ひとつひとつ解決するのは、ケアの中ではなかなか難しいと思

います。ケアの中で問題を分類し、後日それぞれのオーソリティを集め解決策を進

めたほうが速いのではないでしょうか。ケア内ではいろいろな問題の提議、進め方

を重点かにおいて進行したほうが良いのではないでしょうか。 

また、どこかの市町村かは忘れましたが、小田原市も「すぐやる課」「なんでもや

る課」を立ち上げ、この課がピラミッドの頂点になり（市長直属）市民の相談事を

各課へ伝達、速やかに進めるシステムを作成すれば、問題の何割かは解決するので

はないでしょうか。もうたらい回しはなくなると思います。 
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  調 査 票 

 

委員氏名：下 田 委 員 

 

 福祉課題の解決方策等について、「このような対策が必要である」、「このよう

な取り組みをしたらどうか」等のご意見がありましたらご自由にお書きください。 

 福祉は基本的には地域で考えていくべき問題として行き着くと思います。例えば、

大きく分けて高齢者、児童・幼児、障害者、生活困窮者等の課題にぶつかりますが、

地域によって環境や対応に違いがあって全く同じ対策がよいとは言えないと思いま

す。従って全市的に共通する枠づくり、地域運営会議なり、地域福祉会議なりを策

定して、その中でそこの地域の福祉課題の解決を図っていくのが常識的にもベター

な方法だと思われます。そこで、この前アンケートが出され、その応答の中で示さ

れた意見の集約にある問題について、それを解決するための会議の組織、参加諸団

体などの決定がされるべきでしょう。 

 ただ、大切なのは、現在でも地域のそうした活動は続けられ、それなりの効果は

出ていることを忘れてよいことにはなりません。しかし、ケアという言葉のもつ日

本的な意味の中に、目配り、気配りの気持ちを持って地域を見たときに、何か足り

ない点がないのかを考えてみた場合、まだまだ多くの改良点が見出されるのは事実

でしょう。そこにケアタウン構想を実行する場合の課題の根っこがあると思います。

 そこで私は、例えば高齢者の問題を考えたときに、地域で高齢者に関わっている

諸団体、あるいは高齢者問題を考えている施設等の人たちに集まってもらい、どう

すればよいか、どう連携していけばベターなのかを考えて、それを実行に移すこと

が大切だと思います。 

 そのような考えに基づいて作られた子育て支援や障害者支援のグループが一堂に

会して、それら福祉課題を集約して地域運営会議なりに提出して地域全体でその課

題を考える。そして、もう言われている行政地域担当の方ともよく連絡をとること

によって、行政の果たし得る協力をしていただく。ケアタウン構想がそのような形

をとることによって、今までの地域福祉が 50％の実行率であったとすれば、それが

60、70％と引き上げられればよいと思います。 
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  調 査 票 

 

委員氏名：時 田 委 員 

 

 福祉課題の解決方策等について、「このような対策が必要である」、「このよう

な取り組みをしたらどうか」等のご意見がありましたらご自由にお書きください。 

●「担い手」 

 ・ボランティア人材の不足 

   当法人は 1992 年から有償ボランティアにより配食サービスの一端を担っ

て頂いてきた経験から、恒常的な担い手をボランティアに期待する計画は、

例え有償にしても無理があると申し上げざるを得ません。 

   ところで地域の課題については、資料 4 に纏められたように整理できてい

ると思われますので、解決方策を次のように提案します。「地区連合自治会」

を指定して、一定の補助金を交付し、人材確保やサロンの整備及び「地域ケ

ア会議」の開催や運営等一切を一体的に委ね、自主的・組織的な民間活動に

期待するほうが現実的と思われます。なお、指定については公募方式により

モデル的な実施を募り、指定した「地区連合自治会」から提案書の提出を求

め、検討委員会で検討し実施を具体化したらどうかと思いますので提案しま

す。 

 ・地域福祉コーディネーター 

    地域活動のキーパーソンとなるコーディネーターはかなりの知識と経験が

必要で、忌憚なく言えば社協で 4 日間の速成コースで養成した程度の人では、

実際の現場で対応するのは無理でしょう。むしろ専門性の上からも、訪問介

護員 2 級コース（130 時間）を履修し仕事に就いていた人が、いろいろな事

情で職を離れている人が地域には少なくないので、地域福祉コーディネータ

ーへの参加を公式に呼び掛けたら如何かと思いますので提案します。 

 

●「市民意識」 

 ・小中学校における福祉学習 

    これまでの経験から言えば、まず教員自身に対する福祉教育が必要であり、

現場体験を経験してもらうことが必要です。ついては福祉部と教育委員会が

協議され実施するよう提案します。 
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●制度の枠 

 ・制度の枠外のため対応できない問題 

少子高齢化や世帯構成の変化などにより、これまでのシステムでは対応で

きない課題が地域には山積してきました。民生委員や自治会役員などが困り

ごとを抱え苦慮する事態が広がっています。過日 NHK ドラマで放映された「再

生の町」は、制度の枠外のため対応できない問題について、庁内横断的な連

携や制度の弾力的な運用により、市民と行政がいったいになって町の再生に

取り組んだ示唆的なドラマでした。改めて言うまでもなく行政制度や基準は

すべて国民の為に作られたものであるとすれば、行政各部の連携や運用如何

で、どれだけ市民への貢献が広がるか図り知れません。行政内部に検討機関

を作り検討されるよう提案します。 

 

●「多様化するニーズ」 

 ・高齢者等の生活上の不都合 

    「便利ボランティア制度（有償）」の創設に期待するのは、人材確保の面で

難しいと思います。むしろシルバー人材センターが良い活動を展開されてい

ますので、同センターの機能の拡充や運用の見直しなどにより、中高年の人

材を吸収し、高齢者等の生活上の不都合に対応するのが望ましいと思われま

すので提案します。 

 

●災害時用援護者 

 ・災害時への対応 

    福祉部と市内の特養ホームは災害協定の締結について既に協議し合意が得

られており、過日の加藤市長と社会福祉法人経営者協議会との協議の際にも

申し上げていますが、協定書の取り交わしなど実務面が遅れていますので、

早急に具体化し市報により広報するなど提案します。 
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  調 査 票 

 

委員氏名：中 村 委 員 

 

 福祉課題の解決方策等について、「このような対策が必要である」、「このよう

な取り組みをしたらどうか」等のご意見がありましたらご自由にお書きください。 

■ 委員会に参加させていただき、以下の感想を持ちました。 

１．自治会や民生委員など地域の頼まれボランティア（有志）への期待や役割が大

きくなっていることを考えると、この方々が安定して活動を続けていけるように

するためには、ここに新たな活動や役割を無条件に上乗せすることは、今ある活

動を圧迫するのではないかと心配されます。そう考えると、これからの小田原市

の支え合う町づくりには、新しい担い手さがしが重要課題で、そのための知恵だ

しが求められているのではないでしょうか。 

２．地域の関係が弱くなっていて、助けを必要とする場面で周りに頼れない環境が

生まれつつある、子育ても親以外の関係が豊かであるとは言えなくなってきてい

るのではないか、また、視聴覚障害など数が少ないゆえか、その生活の悩みが地

域に知られていない人たちがいることも集められた声から見えてくるものがあ

る。これら小田原市の地域が抱える問題は、それぞれ丁寧にみて、その対応を考

えなければいけないものですが、まずは手始めとしてどこからどう取り組むかを

考える必要があるのではないかと思いました。 

 

■ 対応策としてはたとえば以下のようなことを考えました。 

 （コーディネーターの配置などすでに言われていることは入れてありません。） 

○小田原流の「ひと探しシステム」づくりがほしい 

  ・身近な地域でない方が活動しやすいという人も積極的に呼び込めるよう、市

内だけでなく、市外にも積極的に募集する。広域連携をすすめることも。 

・広報誌以外の方法として迅速な活動者（助っ人）さがしの絡網を整備する。

「誰かいない？」と信頼できるひとをさがすための仲間のネットワーク。携

帯メールや電話の連絡網をつくる。（「小田原地域信頼ネットワーク活動」と

でも呼んではいかが？） 
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○地域の拠り所を増やしていくことが必要 

  ・よりどころの活動は、子育て家庭が集まりやすく、高齢者も集まりやすい雰

囲気と場所を条件にしてはどうでしょう。 

  ・常時設置の拠点は必須。空き家や空き店舗にあたる、一人暮らしの方などの

自宅開放型、福祉施設開放など多様な形で増やしていく。 

  ・常時設置拠点のほか、関係拠点も増やしていく。週１回子育て家庭が一人暮

らしのお年寄りの家で昼食を一緒にとったり、おやつの時間を過ごす機会を

つくるとか 

○生活支援型ボランティア活動を広げることが必要 

   ・まずは、一人暮らし高齢者の重たいものの買物支援や宅配支援（発注用紙

の記入の手伝い）から始めてはいかが？ 

   ・大事なのは、連絡調整係がいること。 

   ・高齢者や障害者への宅配や配慮に協力的な地元商店やスーパーを増やす。

（顧客拡大を支援して、お互いに活性化する。） 

   ・若手高齢男性を積極的に呼び込む。新しい分野として、電球交換、家庭の

簡単修理、重いもの運び、草むしり、パソコン操作指導など技術部門の活

動を開拓し、呼びかける。これまでの「福祉ボランティア」のイメージを

一新する。（こういう中から力のある人が見つかる） 

○視聴覚障害者への対応 

   ・災害時が一番心配。情報が混乱しやすい災害時にサポートが漏れないよう、

日頃から支援者を明確にしておくことが必要ではないでしょうか。そのよ

うな体制がまだないのでしたら、これを機に、作る必要があると思います。

○ケアタウンが、安心して住民が助け合える街づくりであるために 

   ・自治会や民生委員、活動する住民たちが相談を持ち込める市役所の体制を

整える。「対応に悩んだり迷う事例、困難事例はこちらへ」というメッセー

ジの明確な窓口を確定する。地域福祉コーディネーターとの連絡窓口にも

なる。 

 

思いつき的な点は、お許しください。新しいイメージや切り口が小田原流で見

つかるといいと思っています。 

 



地域との関わりをつくる「きっかけの場」
＊ お互いの顔が見える関係を築ける場 箕輪委員
＊ 自宅から歩け、地域の人が気軽に出入りできる場
＊ 様々な世代が交流できる場
＊ 地域の情報が分かりやすく集約されている場

＊ 対象は、日常元気で一人暮らしのできる力はあるが、「ちょっとした事」に不便・不安を感じる人（高齢者、

障がい者）や、就学前児童を持つ家庭、学童期（中学生ぐらいまで）の児童。

＊ 主となる目的は、日常の「ちょっとした事」に早めに対処することにより、生活基盤の安定を保つと共に、

地域のなかで、お互いの「見守り」の目が行き渡ること。

地域の拠点（場所の確保） 情報発信
学童保育の部屋・空き教室（小学校）の利用 商店街・スーパーマーケットに地域

＊現在、学童保育時間以外は未使用スペース 掲示板を作る

＊現在店舗内にある、フリースペースや

利用の目的 　　休憩場所に協力してもらう

・ ふらっと立ち寄れる場所 情報の内容

・ 地域のコールセンター的存在 ・ 利用・活用の目的と約束

・ 家庭・学校以外における子どもの気軽な居場所 ・ フリースペース

・ 地域の活動の場 ・ 地域の活動

自治会などの打ち合わせ・事務作業 年間予定、活動状況

サロン活動（子育て、高齢者、障がい者） サロン活動のお知らせ

自主活動グループの活動の場 自主活動グループの活動内容・告知

民間団体との協働 人の繋がり（口コミ）から

・ コミュニティカフェ（ＮＰＯ団体他） 自治会の組の中での繋がりを発展

・ 社会福祉施設（高齢者・障がい者）

・ 商店街・スーパーマーケット ＊ 顔見知り同士の「誘いあい」

引越し時、出産時、高齢者が一人暮らしに

＊ 各施設の特徴を活かしながら、他の分野 なった時などに、声をかける。

（高齢者・障がい者・子育て支援）にも （気軽に出かけられる「いこいの場」）

活用の幅を広げる

地域の情報を一括で把握している場所

● 誰でも広く地域の活動を知ることにより興味を持ち、個人でも出来ることに参加可能な機会の創造

・ 対価を地域通貨や地域商店街で使えるクーポン券をやり取りすることで、個人でも継続的に

地域活動に興味を持って参加しやすくなる。

・ イベント等の対象者でない場合、興味関心が持てなくなり、交流の機会を逃しているので

共催者や運営ボランティア、見学者を同時に募集するなど、参加者の枠を広くする。

● 活動している団体の情報を管理し、問い合わせ・申し込みを一括で引き受けてくれる窓口

同じような内容のイベントが重複しないように、日程調整や内容の見直しができる。（横の繋がり）

● 団体間の横の繋がりができ、共有する問題の解決により幅広い活動がしやすくなる

各団体が活動して得たノウハウを活かす事により、地域の問題点を共有し

より多角的に解決に向けて展開できる。

活動が見える共有スペース 情報集約の場

たとえば

たとえば

可能性

結　果
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  調 査 票 

 

委員氏名： 脇 委 員 

 

 福祉課題の解決方策等について、「このような対策が必要である」、「このよう

な取り組みをしたらどうか」等のご意見がありましたらご自由にお書きください。 

 

福祉課題の解決策とは言えないと思いますが、今までの委員会で話が出て

いました、拠点についての自分のイメージを簡単な図（添付）にしました。

中核拠点には、地域の窓口としての機能を持たせ市の職員常駐、ローカル拠

点は、交流の場をメインに、簡単な相談もできる場所としてのイメージです。

ローカル拠点での相談は、中核拠点と情報共有し、支援していく体制。 

 

「担い手」「市民意識」について、 

“地域”に対する考え方が、世代により違うように感じます。個人主義的な考

えの方も多くなっているので、今後、担い手がさらに減少すると思われます。

本来、“地域”が当たり前に機能していれば、敢えて「ケアタウン構想」は必

要でない。  

 

しかし、現状そうでないので、市長が掲げたと理解しています。 

自然発生的ではないので、地域や団体に一から任せるのは、担い手の負担は

計り知れないと思います。 

小田原市が、きちんとかじ取りを行い、バックアップ体制を整えることが前

提だと思います。 

 

今までの主な課題には挙がっていませんが、自治会と学校区の区割りが違

うことが、いろいろな団体の活動を制限している様な意見も幾つかありまし

たので、この構想を機会に、編成しなおす必要があるのではないでしょうか。
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  調 査 票 

委員氏名：近藤孫範 委 員 

 

 福祉課題の解決方策等について、「このような対策が必要である」、「このような取り組

みをしたらどうか」等のご意見がありましたらご自由にお書きください。 

ケアタウン構想へ向けて 

 

１．地域に相談所 

日々の生活の中で複雑に絡み合った様々な問題を抱えて暮している人にとって、相

談の窓口にたどり着くまでが一仕事です。市役所やマロニエの近くに暮していれば、

何とか窓口まで意を決して相談に行くことも可能ですが、そこも今は縦割りの相談窓

口で目的のところまでなかなかたどり着けないのが現状です。役所から離れた所で暮

らす高齢者、障害者、療養中の人などにとって相談は電話くらいに限られてしまいま

す。 

困っている人にとって、何処で誰に相談すれば助けて貰えるかを知っていること

は、地震や台風などの災害時に何処に逃げれば安全なのかを知っていることと同じこ

とではないかと思います。小学校区ほどの地域にひとつ、困りごとを相談できる場所

があり、そこには行けば安心して相談できるスタッフがいる、そんな場所があれば暮

しやすい地域になるのではと思います。 

相談所では問題解決のためのアドバイスを受けて、福祉・医療などの適切なサービ

スを受ける、そんな仕組みが出来れば誰もが安心して暮せる地域社会になるのではと

考えます。 

 

（１）．地域よろず生活相談所  

小学校区にひとつ、福祉に関わる市の職員やケアマネージャなど福祉専門職

のスタッフが常駐した、生活支援よろず相談所。（現在の地域包括支援センター

の発展型） 

（２）．センター相談所  

市役所内に設置し、市内各所のよろず相談所では解決不可能な困難事例によ

り専門性の高いスタッフが対応したりする。また地域よろず生活相談所を統括

する。 
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２、誰でも利用できる地域の居場所  

地域に住む人にとって、仕事や家事、子育てなどの当たり前の日々の暮らしに追わ

れている大人たちは余り近隣を意識することも無いのですが、年に何度かある祭りや

イベントの時には普段は余り顔を合わせない隣近所の人や地域の人と接する機会が

あって、地域のきずなを再確認することがあります。 

地域にきずなが生まれれば、困っているひとに手を差し伸べることも自ずと生まれ

てくるのではと考えます。小田原は古くからの伝統的な暮らしに根差した地域、新し

い住宅地域が混在しています。市街地には大きな集合住宅も出来て来ました。地域に

は自治会組織もありますが、お互いの顔が分かるような暮らしではありません。 

特に独り暮らしの高齢者、自宅で暮らす障害者、新しく移り住んで来た人たち、集

合住宅で暮らす単身者、なかなか地域に出て来る機会が無いのが現状です。そうした

人たちがいつでも気の向いた時に集える居場所が地域にあればと思います。例えば子

供たちが遊ぶところでお年寄りがお茶を飲んで四方山話をするようなホッとできる

ような場所。 

お互いの顔が分かり、交流が始まれば地域活動のあれこれの情報交換の場にもなっ

て新しい動きも起こるのではないのでしょうか。活動を担うのは仕事の第一線を退い

たいわゆる団塊の世代や元気な高齢者たちと利用する当事者の皆さんです。 

 

３．医療・福祉を包括したケアタウン構想 

以下は、民間事業者の取り組みになりますが、地域で安心して暮らせる仕組みにな

るのではと考えました。 

高齢になって、病を得ても出来る限り住み慣れた我が家で暮らすことを希望するひ

と、いまや死亡原因の一位になった癌、治療が望めなくなったときに病院ではなく家

族や親しい友人に看取られて畳の上で最後は亡くなりたいと願うひと、そんな思いを

適えるための在宅支援診療所や訪問看護ステーション、在宅介護事業所、介護に疲れ

た家族のために患者さんが一時的に入院も出来る有床診療所などの地域医療機関が

あることで地域で安心して暮すことが出来るのではと思います。 

独り暮らしの高齢者でも安心して暮せるグループリビング、障害者のグループホー

ム、就労支援のための障害者地域作業所、デイサービス・ショートステイ・認知症デ

イサービスなどの様々なニーズに応える小規模多機能の福祉施設が地域にあること

で、その人なりに必要なサービスが住み慣れた地域で受けることが出来るのではと思

います。 

 


